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 論文審査の結果の要旨
 井口聡の論文は,ネオカルジノスタチンクロモフォアとその10員環状類縁化合物の合成研究に関する
 六章から構成されている。クロモプロテイン系抗腫瘍性抗生物質ネオカルジノスタチンは,クロモフォ
 アがアポ蛋白質と会合した複合体であり,9員環ジインエポキシドコアーを有する活性クロモフォアの
 特異な構造は,現代有機化学の合成標的として極めて挑戦的で困難な課題である。著者は,ネオカルジ
 ノスタチンクロモフォアの全合成方法論を検討し,さらに10員環状類縁化合物の合成に成功し,天然物
 合成化学に多大の貢献をした。
 第一章では,ネオカルジノスタチンクロモフォアの構造と化学性,生物活性,その分子機構,および
 合成化学上の解決すべき問題について概説した。
 第二章では,ネオカルジノスタチンやケダルシジンクロモフォアの重要部分構造であるトランスー4,5一
 ジヒドロキシー2一シクロペンチンー1一オンの簡便なエナンチオ選択的合成法を開発した。
 第三章では,エポキシジイン部の立体選択的合成法を開発し,更にエポキシビシクロ[7.3.0]ドデセ
 ンジインコアーの合成を達成した。
 第四章では,ネオカルジノスタチンクロモフォアの!0員環状類縁化合物として,アミノ糖やナフトエ
 ート部を完全に備えた化合物の合成に初めて成功した。
 第五章では,合成した10員環状類縁化合物が,ネオカルジノスタチンクロモフォアと同様に,アミン
 を添加せずともチオールの求核付加を受けて芳香環化すること,弱いが抗癌作用を示すこと,ネオカル
 ジノスタチンアポタンパク質と1:1の複合体を形成すること等を明らかにした。しかし,当核化合物は,
 当初予想したほど保存安定性は増大せず,ネオカルジノスタンチンクロモフォアと同様,かなり不安定
 な化合物であることが分かった。
 第六章では,著者の研究結果を総括した。
 以上,本研究は,有機合成化学および天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自
 立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって井口聡提
 出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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